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上
板
町
で
は
今
後
三
十
年
以
内
に
七
〇
％

の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海

地
震
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
﹁
自
分
た

ち
の
命
は
自
分
で
守
る
︵
自
助
︶﹂﹁
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
︵
共
助
︶﹂
を

合
い
言
葉
に
町
民
の
み
な
さ
ま
に
防
災
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

防
災
資
機
材
の
整
備
を

支
援
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
さ
れ
積
極
的
に
活

動
す
る
団
体
に
対
し
一
〇
万
円
を
限
度
と
し

三
〇
団
体
に
予
算
の
範
囲
内
で
防
災
資
機
材

購
入
を
支
援
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
左
記
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



　

上
板
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
選
挙
日
程　

�
告　

示　

日　

平
成　

年
９
月
８
日︵
火
︶

２７

�
立
候
補
受
付　

平
成　

年
９
月
８
日︵
火
︶　

８
時　

分
〜　

時

２７

３０

１７

　
　
　
　
　
　
　

上
板
町
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室
︵
役
場
２
階
︶

�
投

票

日

時　

平
成　

年
９
月　

日︵
日
︶　

７
時
〜　

時

２７

１３

２０

�
投　

票　

所　

町
内
５
投
票
所

�
期
日
前
投
票　

平
成　

年
９
月
９
日︵
水
︶〜

２７

　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
９
月　

日︵
土
︶の
４
日
間

２７

１２

　
　
　
　
　
　
　

時
間

：

８
時　

分
〜　

時

３０

２０

　
　
　
　
　
　
　

場
所

：

上
板
町
役
場　

１
階
ロ
ビ
ー

�
不
在
者
投
票　

平
成　

年
９
月
９
日︵
水
︶〜

２７

　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
９
月　

日︵
土
︶の
４
日
間

２７

１２

　
期
日
前
投
票
制
度　

　

選
挙
は
、
選
挙
期
日
︵
投
票
日
︶
に
投
票
所
に
お
い
て
投
票
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日

当
日
、
投
票
に
行
け
な
い
方
が
選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
選
挙
当

日
と
同
じ
方
法
で
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
期
日
前
投
票
の
手
続
き　

⑴　

宣
誓
書
等
の
提
出

　
　

期
日
前
投
票
所
の
受
付
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し
た
宣
誓
書

と
投
票
所
入
場
券
を
提
出
し
ま
す
。︵
投
票
所
入
場
券
は
な
く
て

も
投
票
で
き
ま
す
。︶

⑵　

投
票
用
紙
の
交
付

　
　

受
付
係
で
宣
誓
書
の
記
載
を
確
認
後
、
投
票
用
紙
を
お
渡
し

し
ま
す
。

⑶　

投
票
用
紙
へ
の
記
載
、
投
票

　
　

投
票
記
載
台
で
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
投
票
箱
へ
投
票
用
紙

を
投
函
し
ま
す
。

期期期期期期期期期期期期期期
日日日日日日日日日日日日日日
前前前前前前前前前前前前前前
投投投投投投投投投投投投投投
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制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて

期
日
前
投
票
制
度
に
つ
い
て

上上上上上上上上上上上上上上
板板板板板板板板板板板板板板
町町町町町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議議議議議
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おおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせ

上
板
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

障害の程度障害の種類区　　分

１級又は２級両下肢 ､ 体幹又は移動機能の障害

身 体 障 害 者 手 帳 １級又は３級
心臓 ､ じん臓 ､ 呼吸器 ､ ぼうこう ､ 直腸

又は小腸の障害

１級から３級まで免疫又は肝臓の機能障害

特別項症から第２項症まで両下肢又は体幹の障害

戦 傷 病 者 手 帳
特別項症から第３項症まで

心臓 ､ じん臓 ､ 呼吸器 ､ ぼうこう ､ 直腸

又は肝臓 ､ 小腸の障害

要介護状態区分が「要介護５」介護保険被保険者証

①　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
選
挙
人
で
、
左
記

の
障
害
の
あ
る
者
ま
た
は
、　

介
護

保
険
被
保
険
者
証
﹁
要
介
護
５
﹂
の

者
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

︵
自
分
の
氏
名
や
候
補
者
名
を
自
書

で
き
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
︶

②　

郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
に
お
け
る

代
理
記
載
制
度
の
対

象
者

　
　

上
記
①
の
条
件
を

満
た
し
、
さ
ら
に
自

ら
投
票
の
記
載
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い

人
で
手
帳
等
の
記
載

が
次
に
該
当
す
る
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
届

け
出
た
者
︵
選
挙
権

を
有
す
る
者
に
限

る
︶
に
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
制
度　

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
選
挙
期
間
中
、
上
板
町

以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
病
院
等
に
入
院
等
し
て

い
る
方
な
ど
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
手
続
き　

⑴　

上
板
町
以
外
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

１　

上
板
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
直
接
ま

た
は
郵
便
等
で
投
票
用
紙
な
ど
必
要
な
書

類
を
請
求
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ど
こ
で

投
票
し
た
い
か
を
伝
え
ま
す
。

　

２　

交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
な
ど
を
持
参
し

て
、
投
票
す
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
出
向
き
ま
す
。

⑵　

指
定
病
院
等
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　
　

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定
を
受

け
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・
入
所

中
の
方
で
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け

な
い
方
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
等
は
病
院
長
等

を
通
じ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
投
票
は

病
院
長
等
の
管
理
す
る
場
所
で
行
い
ま
す
。

⑶　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　

身
体
の
障
害
や
疾
病
の
た
め
に
、
投
票
所

へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が

自
宅
等
で
投
票
の
記
載
を
し
、
郵
便
等
を
利

用
し
て
投
票
を
行
う
制
度
で
す
。

　
　

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
投
票
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。

不不不不不不不不不不不不不不
在在在在在在在在在在在在在在
者者者者者者者者者者者者者者
投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票
制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて

不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

障害の程度障害の種類区　　分

１級
上肢又は視覚の

障害
身体障害者手帳

特別項症から第

２項症まで

上肢又は視覚の

障害
戦 傷 病 者 手 帳

お問い合わせ先　　上板町選挙管理委員会事務局（上板町役場総務課内）　TEL ６９４−６８０１



　

八
月
は
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

︵
二
期
︶
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

︵
一
期
︶
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
八
月
三
十
一
日
︵
月
曜
日
︶

で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
八
月
三
十
一
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　

口
座
振
替　

■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
︵
料
︶

　

町
県
民
税
︵
普
通
徴
収
分
︶・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課

　

℡
六
九
四−

六
八
〇
七

　

こ
れ
ま
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
場
合
、
所
得
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
に
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
割
を
利
用

者
負
担
と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
に
は
サ
ー

ビ
ス
費
の
二
割
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
方
へ
は
町
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
に

﹁
介
護
保
険
負
担
割
合
証
﹂
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
負
担
割
合
証
を
﹁
介
護
保

険
被
保
険
者
証
﹂
と
一
緒
に
保
管
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
は
、
必

ず
二
枚
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
施

設
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
八
月
三
十
一
日

に
引
き
落
と
し
致
し
ま
す
の
で
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
方
に
死
亡
や
転
出
な
ど

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
福
祉
保
健
課
で

資
格
喪
失
の
手
続
が
必
要
で
す
。
死
亡

に
よ
る
喪
失
の
場
合
は
、
年
金
の
喪
失

手
続
き
も
忘
れ
ず
行
っ
て
下
さ
い
。
年

金
手
続
に
つ
い
て
は
、
受
給
年
金
の
各

年
金
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

保
険
料
変
更
に
伴
う
還
付
の
お
知
ら

せ
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
速
や
か
に
福

祉
保
健
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
相
談
窓
口 

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

を
介
護
、
福
祉
、
健
康
等
総
合
的
に
支

え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
上
板
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

相
談
業
務
の
ほ
か
介
護
予
防
事
業
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
介
護
保

険
を
使
う
必
要
が
な
い
場
合
で
も
、
日

常
生
活
に
関
す
る
相
談
な
ど
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡　

六
九
四−

五
五
九
七

�
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡　

六
九
四−

六
一
五
五

現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方
へ

現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方
へ

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方
へ

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

℡　

六
九
四−
六
八
一
〇

　

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
︵
桃
色
︶
を
七
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
対　
　

象

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
方

�
有
効
期
限

　

平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

　

︵
七
十
五
歳
に
な
る
方
の
有
効
期
限
は
、七
十
五
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
︶

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課　

℡　

六
九
四−

六
八
〇
七

●
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
か
た
は
、

八
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
負
担
が
二
割
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

●
八
月
は
介
護
保
険
料︵
第
二
期
分
︶

の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
平
成

二
十
七
年
八
月
三
十
一
日
で
す
。

高
齢
受
給
者
証
の
受
取
り
は

お
済
み
で
す
か

　

現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
﹁
限
度
額
適
用
認
定
証
﹂
、

﹁
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
﹂
の
有
効
期
限
は
平

成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
八
月
か
ら
も
認
定
証
を
ご
利
用
の
方
は
、
役
場

税
務
課
ま
で
更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
︿
更
新
時
に
お
持
ち
い
た
だ
く
物
﹀

　

�
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

�
印
鑑

　

�
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
認
定
証

　
※
所
得
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
︵
公
的
年
金
支
払
報
告
書
、
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
る
方
は
除
く
︶
は
、
所
得
の
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
認
定
証
を
発
行
で

き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
更
新
の
お
知
ら
せ



平
成
二
十
七
年
度　

後
期
高
齢
者
医
療

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健

康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康

診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診

査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

のののののののののののののののののののの

御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御

案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

健

康

診

査

の

御

案

内

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
、

健
康
診
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
�
健
診
項
目　

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
血

液
検
査
・
尿
検
査　

�
健
診
費
用　

無
料

�
健
診
場
所　

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
病
院
、
診
療
所
等
の
一
覧

表
を
、
受
診
券
に
同
封
し
て

送
付
い
た
し
ま
す
。

�
受
診
期
間　

健
康
診
査
受
診
券
を
受
け

取
っ
て
か
ら
、
平
成
二
十
七

年
十
二
月
末
日
ま
で
の
間

　　

健
康
診
査
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

﹃
健
康
診
査
申
込
書
﹄
に
記
入
の
上
、
上
板

町
役
場
税
務
課
へ
御
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
税
務
課
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
健
康
診

査
受
診
券
を
送
付
い
た
し
ま
す
︵
受
診
券
を

お
送
り
す
る
時
期
は
、
申
込
期
限
か
ら
１
か

月
ほ
ど
後
に
な
り
ま
す
。︶。

※
御
注
意　

⑴　

五
回
目
の
申
込
期
限
を
過

ぎ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑵　

次
の
方
に
つ
い
て
は
、
健

康
診
査
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
込
み
は
御
遠
慮

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
平
成
二
十
七
年
四
月
以
降
に
、

病
院
等
で
血
液
検
査
及
び
尿

検
査
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

方
・
平
成
二
十
七
年
四
月
以
降
、

既
に
他
の
健
康
保
険
な
ど
で

健
康
診
査
を
済
ま
さ
れ
て
い

る
方

・
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
以

降
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
る
方

・
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方

◎
申
込
期
限

　

１
回
目　

平
成　

年
８
月　

日
㈮

２７

２１

　

２
回
目　

平
成　

年
９
月　

日
㈮

２７

１８

　

３
回
目　

平
成　

年　

月　

日
㈮

２７

１０

２３

　

４
回
目　

平
成　

年　

月
６
日
㈮

２７

１１

　

５
回
目　

平
成　

年　

月　

日
㈮

２７

１１

２７

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

事
業
課

〒
七
七
一−

〇
一
三
五

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
七
八
番
地
一

℡
︵
〇
八
八
︶
六
七
七−

三
六
六
六

上
板
町
役
場　

税
務
課

℡　

六
九
四−

六
八
〇
七

●保険料の軽減　…　所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、

　　　　　　　　　次のとおり保険料が軽減されます。

保険料の算出方法

平成27年度確定保険料 ＝
　　　被保険者均等割額 51,273円＋｛（総所得金額等−33万円）×所得割率10.02％｝

被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額57万円です。

平
成
二
十
七
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
決
定
通
知
書
と
納
入
通
知
書
を
八
月
中
旬
ま
で
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
確
認
と
納
付
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

基礎控除（33万円）
後の総所得金額等

所得割の軽減割合

５割58万円以下

所得割額
の軽減　

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得
金額等に応じて、所得割額が軽減されます。

均　等　割　額 所　得　割　額

負担なし９割軽減

被用者保険の被
扶養者であった
場合の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、
国保・国保組合以外の健康保険の被扶
養者となっていた方が対象となります。

33 万円以下で、世帯内の被保険者全員
の所得がない（年金収入 80 万円以下）

33 万円以下

33万円＋（47万円×被保険者数）以下

33万円＋（26万円×被保険者数）以下

世帯の所得額の合計
均等割額の
軽減割合　

9割

8.5割

5割

2割

被保険者均等割額
の軽減

世帯主と世帯の被保険者の所得額
の合計に応じて、均等割額が世帯
単位で軽減されます。

　

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！ 

　

納
付
い
た
だ
く
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
あ
な
た
の
指
定
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
納
付
で
き
る
便
利
な
方

法
で
す
。

�
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行　
　
　

徳
島
銀
行

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

板
野
郡
農
協

�
申
し
込
み
方
法

　

通
帳
と
、
通
帳
届
出
印
等
を
お
持
ち

に
な
り
、
上
板
町
内
取
り
扱
い
金
融
機

関
に
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
申
し
込
み
の
締
め
切
り
日

　

各
納
期
月
の
前
月
末
日

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課

　

℡　

六
九
四−

六
八
〇
七

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
期
は

次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

納　　期期別

８月１日から８月３１日第１期

９月１日から９月３０日第２期

１０月１日から１０月３１日第３期

１１月１日から１１月３０日第４期

１２月１日から１２月２５日第５期

１月１日から１月３１日第６期

２月１日から２月末日第７期

３月１日から３月３１日第８期

※納期限が休日のときは、その
翌日が納期限となります。

後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料料料料料料料料料料料料料料
のののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納
期期期期期期期期期期期期期期
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて

料
の
納
期
に
つ
い
て



　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い

る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
換
え
た
場
合
に
、
自
己
負

担
額
が
ど
れ
く
ら
い
軽
減
で
き
る

の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
を
平
成
二
十
七
年
九
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

通
知
の
対
象
者
は
、
本
年
五
月

に
医
療
機
関
で
新
薬
を
処
方
さ
れ
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換

え
た
場
合
に
自
己
負
担
額
が
大
き

く
軽
減
さ
れ
る
方
で
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
お
薬
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、

医
師
や
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすジェネリック医薬品による自己負担額軽減のお知らせを発送します
■
お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
事
業
課

℡　
〇
八
八−

六
七
七−

三
六
六
六

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、

同
じ
有
効
成
分
を
使
っ
て
作
ら

れ
、
新
薬
と
同
等
の
効
果
、
効

能
を
厚
生
労
働
省
か
ら
承
認
さ

れ
て
い
る
医
薬
品
で
す
。



残暑のお部屋に清涼感を感じさせる　ガラス容器にアレンジするセラミスガーデンに挑戦しましょう。

日　時

場　所

材料代

申し込み締め切り

平成27年８月2６日　水曜日　13：30〜

馬道会館　TEL 694−4868
上板町西分字原渕18番地２

　　　　８月19日　水曜日　午後５時まで

2 ,000円　　

９月は敬老の日アレンジを

９月９日水曜日に予定しています

申し込みは９月２日まで

寄 せ 植 え 教 室（フラワーデザイン講座）の 募 集寄 せ 植 え 教 室（フラワーデザイン講座）の 募 集

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

上
板
町
推
進
大
会
の
開
催
に
つ
い
て︵
御
案
内
︶

﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄

﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄

﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄

﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄

﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄１．日　時　　平成27年 8月10日（月） 午後7時〜

２．場　所　　上板町中央公民館　大会議室（役場2階）

３．主　催　　青少年育成上板町民会議・上板町・上板町教育委員会

４．内　容　　◇上板中学校校内非行防止作文優秀者表彰

　　　　　　◇上板中学校校内非行防止作文最優秀者発表

　　　　　　◇大　会　宣　言

　　　　　　◇基　調　講　演

　　　　　　　　講　師　徳島県警察少年サポートセンター

　　　　　　　　　　　　所長補佐　大　下　　　薫  さん

　　　　　　　　演　題　「少年非行の現状と地域の力」

−担い手はキミたちだ ! !
　　誰もが輝くとくしまづくり−

スローガン
−担い手はキミたちだ ! !
　　誰もが輝くとくしまづくり−

　

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
身
に
つ

け
、
﹁
自
立
し
た
大
人
﹂
と
し
て
成
長
し
、
い
き
い
き
と
活
躍
す

る
こ
と
は
、
私
た
ち
町
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
・
核
家
族
化
に
よ
る
家
族
形
態
の
変

化
、
高
度
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
さ
ら
に
は
厳
し
い

雇
用
情
勢
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、
児

童
虐
待
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
介
し
た
青
少
年
の
犯
罪
被
害

に
加
え
、
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
と
い
っ
た
﹁
社
会
的
自
立
が
困

難
な
若
者
﹂
の
増
加
な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
は
ま
す
ま
す

複
雑
多
様
化
し
、
早
急
に
対
応
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
、
日
本
全
体
が
大
規
模
な
自
然
災
害

か
ら
復
興
・
発
展
し
て
い
く
上
で
、
青
少
年
が
社
会
的
な
連
帯
感

や
規
範
意
識
を
身
に
つ
け
、
主
体
的
に
生
き
る
人
間
と
し
て
成
長

す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
人
間
関
係
の
中
で
、
社
会
性
を
養
う
た

め
の
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
・
関
係
機
関
が
緊
密
に

連
携
し
、
非
行
か
ら
青
少
年
を
守
る
と
い
う
気
運
を
醸
成
す
る
と

と
も
に
、
非
行
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
地
域
に
密
着
し

た
き
め
細
か
な
青
少
年
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

ま
た
、
本
町
か
ら
一
件
で
も
青
少
年
非
行
が
減
少
す
る
こ
と
を

願
っ
て
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
幸

せ
の
た
め
、
多
数
の
皆
様
方
の
御
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　

毎
月
第
四
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す

﹁
資
源
物
﹂
回
収
に
は
、
各
支
部
長
様
を

は
じ
め
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

下
記
の
グ
ラ
フ
等
は
、
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
資
源
物

回
収
日
に
回
収
し
た
﹁
資
源
物
量
﹂
の
推

移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
回
収
し
た
﹁
資

源
物
﹂
は
、
再
生
業
者
に
引
き
渡
し
再
資

源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
新
聞
紙
な
ど
の
﹁
資
源
﹂
を

﹁
資
源
物
﹂
と
し
て
出
さ
ず
に
﹁
可
燃
ご

み
﹂
と
し
て
処
理
す
れ
ば
、
一
部
事
務
組

合
負
担
金
の
内
、
ご
み
処
理
施
設
へ
の
ご

み
搬
入
割
合
に
よ
り
負
担
す
る
本
町
の

﹁
ご
み
量
割
負
担
金
﹂
は
、
一
ト
ン
当
た

り
約
三
八
、〇
〇
〇
円
増
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
聞
紙
・
雑
誌
類
︵
雑
が
み
︶・

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
衣
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

紙
パ
ッ
ク
を
﹁
資
源
﹂
と
し
て
出
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、﹁
ご
み
量
割
負
担
金
﹂
が

削
減
で
き
、
そ
の
上
、
資
源
再
生
業
者
に

有
償
で
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
処
理
経
費
を
削
減
し
、
町
財
源

の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
大
切

な
﹁
資
源
﹂
は
﹁
可
燃
ご
み
﹂
と
し
て

処
理
せ
ず
、
﹁
資
源
﹂
と
し
て
再
生
利

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、﹁
資

源
物
﹂
の
回
収
に
引
き
続
き
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「資源物」回収量の推移

新聞紙

雑誌類

ダンボール

衣類

ペットボトル

紙パック

（単位：㎏）

上板町役場　環境保全課　ＴＥＬ　６９４−６８１３

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
推
進
す
る

た
め
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
補
助
金
制
度

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
環
境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみ
処処処処処処処処処処処処処処
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でででででででででででででで
ごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみ
のののののののののののののの

生
ご
み
処
理
機
等
で
ご
み
の

減減減減減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量量量量量
化化化化化化化化化化化化化化
にににににににににににににに
取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみ
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んんんんんんんんんんんんんん
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減
量
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。運搬費や設置費等は補助対象外です。

①電気式生ごみ処理機器（例：乾燥式・バイオ式）

　購入価格の２分の１以内の額で、25,000円を限度。

　【補助数　７月21日現在残り７台】

②生ごみ処理容器（例：コンポスト・ＥＭ菌等使用容器）

　購入価格の２分の１以内の額で、3,000円を限度。

　【補助数　７月21日現在残り８台】

※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、電気式生ごみ

　処理機器又は生ごみ処理容器のどちらか１台となります。

※事前購入は対象外です。

※先着順に受け付け、補助数に達し次第、締め切りとなります。

補助金額

手続き方法などお問い合わせ先

上板町役場　環境保全課　TEL 694−6813

﹁
資
源
物
﹂

資
源
物
﹂
回
収
量
の
推
移

回
収
量
の
推
移

﹁
資
源
物
﹂

資
源
物
﹂
回
収
量
の
推
移

回
収
量
の
推
移

﹁
資
源
物
﹂
回
収
量
の
推
移

計廃食油廃蛍光管廃乾電池紙パックペットボトル衣類ダンボール雑誌類新聞紙年　度

２８３,６１０３,８４０１,３５０３,０２０２,５５０１４,８６０２７,３００３６,２７０８３,５９０１１０,８３０Ｈ２１年度

２７６,５９４３,８４０１,６０４０１,７３０１５,２４０４０,１５０２９,８８０７２,５００１１１,６５０Ｈ２２年度

２５４,１９４３,７３０１,３４４５,３４０２,２６０１３,８００２７,８４０３４,７６０６８,０７０９７,０５０Ｈ２３年度

２３６,２８４４,２７０１,４９４２,６８０１,５００１３,３２０２４,４００２９,６６０６２,４２０９６,５４０Ｈ２４年度

２２６,０４７４,０７０１,２７７２,６６０１,２２０１４,１９０２１,７００２８,９２０６３,０００８９,０１０Ｈ２５年度

２１３,７６０４,０１０１,２６０２,０６０１,６００１２,９８０２０,７２０３１,６３０５８,４３０８１,０７０Ｈ２６年度

（単位：㎏）



　

町
内
で
農
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
が
排
出
す
る
農
業
用
資

材
廃
棄
物
︵
ハ
ウ
ス
用
農
ビ
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
コ
ン
テ

ナ
、
ト
レ
イ
、
ポ
ッ
ト
、
肥
料
袋
等
︶
は
、
可
燃
ご
み
や
大

型
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
事

業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
で
あ
り
、
産
業
廃
棄
物
に

分
類
さ
れ
る
た
め
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
委
託
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　　

右
記
の
廃
棄
物
は
、
一
般
的
に
次
の
三
つ
の
処
理
方
法
が

あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
。

②
上
板
町
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会

が
行
う
共
同
処
理
を
利
用
す
る
。

③
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
処
理
基
準
に
従
い
適
正
に
処
理
す

る
。

　
▼
個
人
や
家
族
の
み
で
農
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
も
個
人
事

業
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に

処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町指定袋の中に、

農業用マルチフィルムが

詰め込まれていた例

野外焼却は法律で禁止されています。

また、野外焼却では適正に処理した

ことになりません。

野外焼却
は禁止

■お問い合わせ

上板町役場　環境保全課
TEL 694−6813
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ーーーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーー
のののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取
替替替替替替替替替替替替替替
工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事
にににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごご
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くくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいい

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で
使

用
有
効
期
間
が
八
年
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
水
道
課
で
は
期

間
が
満
了
す
る
前
に
新
し
い
メ
ー

タ
ー
へ
の
取
替
を
行
い
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
工
事
は
、

水
道
課
が
発
注
し
た
上
板
町
指
定
給

水
装
置
工
事
業
者
が
行
い
、
平
成
二

十
八
年
二
月
ま
で
の
間
に
対
象
と
な

る
メ
ー
タ
ー
を
順
次
取
替
し
ま
す
。

　

取
替
工
事
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
替
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お問い合わせ先

上板町役場　水道課　TEL ６９４−６８１７

取
替
工
事
時
の
お
願
い

○
取
替
工
事
の
た
め
敷
地
内
に
入
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
取
替
工
事
の
際
は
、
立
会
い
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
不
在
の
場
合
で
も
交
換
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
取
替
工
事
の
際
は
、
一
時
的
に
断
水
と
な
り

ま
す
。

○
メ
ー
タ
ー
取
替
後
、
水
が
濁
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
水
を
少
し
流
し
て
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



　

体
育
功
労
者　

福
原　

信
幸
︵
上
板
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
︶

井
上　
　

聡
︵
上
板
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者　

高
橋　

琴
音
︵
東
光
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

森
下　

珠
羽
︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

岡
本　

悠
伶
︵
神
宅
小
学
校　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
︶

原　
　

彩
月
︵
高
志
小
学
校　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
︶

原　
　

愛
美
︵
松
島
小
学
校　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
︶

多
田　

旺
生
︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

上
田　

大
地
︵
上
板
中
学
校　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︶

船
田　

康
介
︵
上
板
中
学
校　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︶

小
寺　

裕
太
︵
上
板
中
学
校　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︶

吉
田　

拓
矢
︵
上
板
中
学
校　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︶

平
田　

聖
祈
︵
上
板
中
学
校　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︶

定
作　

和
真
︵
上
板
中
学
校　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︶

三
好　

大
成
︵
上
板
中
学
校　

柔
道
︶

岡
本　

泰
崇
︵
上
板
中
学
校　

柔
道
︶

森
川　

昇
理
︵
上
板
中
学
校　

日
本
拳
法
︶

春
藤　

海
成
︵
上
板
中
学
校　

日
本
拳
法
︶

　

平
成
二
十
六
年
度
の
学
校
名
を
記
載
し

て
お
り
ま
す
。

上

板

町

体

育

協

会

表

彰

式

上

板

町

体

育

協

会

表

彰

式

上

板

町

体

育

協

会

表

彰

式

六
月
十
四
日
︵
日
︶

上
板
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
本
町
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
功

労
、
活
躍
を
称
え
、
上
板
町
体
育
協
会
よ
り
体
育
功
労
者
、
ス
ポ
ー

ツ
優
秀
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　

町
制
六
十
周
年
記
念
町
民
手
作
り

イ
ベ
ン
ト
採
択
事
業
と
し
て
、﹁
国
際

交
流
の
夕
べ
﹂
が
、
平
成
二
十
七
年

七
月
三
日
に
六
番
札
所
安
楽
寺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
上
板
中
学
校
で

行
わ
れ
た
国
際
交
流
集
会
へ
参
加
す

る
た
め
、
中
国
上
海
市
よ
り
来
町
さ

れ
た
一
五
名
の
方
々
と
、
上
板
町
国

際
交
流
協
会
員
と
多
文
化
に
直
接
ふ

れ
あ
う
機
会
と
し
て
、
交
流
の
場
を

設
け
た
も
の
で
す
。

　

交
流
で
は
、
両
国
で
親
し
ま
れ
て

い
る
曲
の
合
唱
や
和
服
の
着
付
け
、

全
員
参
加
で
の
阿
波
踊
り
な
ど
、
単

な
る
会
話
に
留
ま
ら
な
い
交
流
に
よ

り
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
條
町
長
、
板
東
教
育
長
を
は
じ

め
中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
、
場
所

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
六
番
札
所
安

楽
寺
様
に
は
、
ご
参
加
ご
助
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

夕
べ
夕
べ
が
開
催

が
開
催

さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

夕
べ
夕
べ
が
開
催

が
開
催

さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

国
際
交
流
の

夕
べ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

上
板
町
国
際
交
流
協
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　お問い合わせ先　

上 板 町 教 育 委 員 会

事 務 局

TEL ６９４−６８１４

　

七
月
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
町
制
六
十
周
年
記

念
町
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
採
択
事
業
﹁
国
際
交
流
の

夕
べ
﹂
を
契
機
と
し
、
上
板
町
に
お
け
る
国
際
交
流

の
中
心
的
な
場
と
し
て
、
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
国
際
交
流
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
、

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
本
会
へ
の
参
加

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。



　

公
的
機
関
か
ら
電

話
や
メ
ー
ル
で
連
絡

し
た
り
家
族
構
成
や

資
産
状
況
を
聞
き
だ
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
不
安

を
感
じ
た
ら
左
記
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先 

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

︵
役
場
東
隣　

上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
事
務
所
内
︶

℡　
六
九
四−

六
八
一
六

　

受
付
時
間　

九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　

︵
休
所
日　

土
日
祝
︶

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は　

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

年
金
情
報
流
出
に
便
乗
し
た

電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

電
話
等
に
注
意

︻
事
例
︼

●
﹁
年
金
情
報
が
漏
れ
た
﹂﹁
流
出

し
た
年
金
情
報
を
削
除
で
き

る
﹂﹁
年
金
受
取
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
る
よ
う
に
﹂

な
ど
と
持
ち
か
け
ら
れ
、
家
族

構
成
を
聞
か
れ
た
。

●
消
費
者
庁
や
郵
便
局
を
名
乗
る

者
か
ら
﹁
年
金
、
ま
た
は
年
金

情
報
が
漏
れ
て
い
る
の
で
自
宅

へ
行
っ
て
確
認
し
た
い
﹂
と
言

わ
れ
た
。

●
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
に
年
金
に
関

す
る
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

か
ら
の
お
知
ら
せ

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政

機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

一
日
行
政
相
談
所
開
設
予
定
日

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

■
開
設
日

　

八
月
十
九
日
︵
水
︶

■
開
設
時
間

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所

　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー





※注１

　「中学校修了まで」とは、「１５歳に達する日

以降の最初の３月３１日まで」の意味です。

※注２

　「３（６）歳児以降」とは「満３（６）歳の誕

生日の前日の属する月の翌月の初日以降」

の意味です。

　自己負担６００円とは、１月毎１医療機関

（１科）ごとに必要です。

　申請手続きの詳細については、現在受給者ではない方あてに申請書を８月上旬に発送しますので、必要事項を記入

し、お子さまの保険証等を添付して８月３１日までに福祉保健課に提出してください。

　申請書の提出が遅れた場合、認定及び受給者証の交付が遅れる場合がありますのでご注意ください。

子育て世帯の医療費負担の軽減を図るため、所得制限を撤廃します。

平成27年９月から子どもはぐくみ医療費
助成制度における所得制限を撤廃します
平成27年９月から子どもはぐくみ医療費
助成制度における所得制限を撤廃します

平成２７年９月から平成２７年８月まで

同左中学校修了まで（注１）助 成 対 象

中学校修了まで
（注１）

９月１日（又は認定日）から
翌年８月３１日まで

受給者証の
有 効 期 間

なしあり所 得 制 限

同左３歳児以降自己負担６００円（注２）通 院

同左６歳児以降自己負担６００円（注２）入 院

お問い合わせ先　　上板町役場　福祉保健課　TEL ６９４−６８１０







■
臨
時
福
祉
給
付
金 

　

消
費
税
率
が
八
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
に
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
臨
時
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
対

し
て
八
月
中
旬
に
申
請
書
を
郵
送
す
る
予
定

で
す
。
給
付
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
で
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
請
書
が
届
か
な
い
方

は
、
上
板
町
役
場
福
祉
保
健
課
臨
時
福
祉
給

付
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
お
よ
び
申
請
方
法　

□
申
請
期
間

　

平
成
二
十
七
年
八
月
十
七
日
︵
月
曜
日
︶
か

ら
平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日
︵
月
曜

日
︶
ま
で

□
申
請
方
法

　
　

送
付
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
押
印
の
上
、
本
人
確
認
書
類
︵
運
転
免

許
証
や
保
険
証
の
写
し
な
ど
︶
と
振
込
先

口
座
確
認
書
類
︵
通
帳
の
写
し
︶
を
同
封

の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

ま
た
上
板
町
役
場
福
祉
保
健
課
窓
口
で

も
申
請
を
受
付
い
た
し
ま
す
。　

　

給
付
対
象
者　

　

基
準
日
︵
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
︶
に

お
い
て
上
板
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
で
、

平
成
二
十
七
年
度
の
町
民
税
︵
均
等
割
︶
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。
た
だ

し
、
以
下
に
該
当
す
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

・
平
成
二
十
七
年
度
市
区
町
村
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
場
合 
な
ど

　

給
付
額　

　

給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
、〇
〇
〇
円
。

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受

付
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

お
早
め
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
六
月
十
二
日
よ
り

ご
案
内
の
通
知
と
申
請
書
を
送
付
し
て
お
り

ま
す
。
八
月
一
日
現
在
も
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
上
板
町
役
場
福
祉
保
健
課
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
お
よ
び
申
請
方
法　

□
申
請
期
間

　

平
成
二
十
七
年
八
月
十
七
日︵
月
曜
日
︶か

ら
平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日︵
月
曜

日
︶ま
で

□
申
請
方
法

　
　

送
付
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
上
板
町
役
場
福
祉
保
健
課
窓
口

に
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
付
対
象
者
お
よ
び
対
象
児
童　

□
給
付
対
象
者

　
　

基
準
日
︵
平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一

日
︶
に
お
け
る
平
成
二
十
七
年
六
月
分
の

児
童
手
当
︵
特
例
給
付
を
除
く
。︶
の
受
給

者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
所
得

が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い

方
。

□
対
象
児
童

　
　

支
給
対
象
者
の
平
成
二
十
七
年
六
月
分

の
児
童
手
当
︵
特
例
給
付
を
除
く
。︶
の
対

象
と
な
る
児
童
。︵
平
成
二
十
七
年
六
月
一

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
対
象
外
。︶

　

給
付
額　

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
一
人
に
つ
き

三
、
〇
〇
〇
円
。︵
給
付
は
一
回
限
り
で
す
。︶

　

公
務
員
の
方
へ
の
お
願
い　

　

公
務
員
の
方
は
、
福
祉
保
健
課
へ
の
現
況

届
の
提
出
が
な
い
こ
と
と
、
勤
務
先
よ
り
申

請
書
が
交
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
上
板
町
か

ら
の
個
別
の
通
知
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
の
際
に
は
、
以
下
の
二
点
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

・
申
請
書

・
振
込
口
座
が
わ
か
る
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

■
給
付
金
を
装
っ
た
﹁
振
り
込
め
詐

欺
﹂
や
﹁
個
人
情
報
の
詐
取
﹂
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課 

　

℡　

六
九
四−

六
八
一
〇

※　

両
給
付
金
に
つ
い
て
八
月
十
七
日
︵
月
曜
日
︶
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
　

平
成
二
十
七
年
度
は
﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

の
二
つ
の
給
付
金
の
ど
ち
ら
の
要
件
に
も
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の

給
付
金
を
両
方
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
両
方
の
給
付

金
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
及
び
及
び
﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂
に
関
す
る
お
知
ら
せ

に
関
す
る
お
知
ら
せ

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
及
び
﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂
に
関
す
る
お
知
ら
せ



お問い合わせ先　　上板町役場　福祉保健課　TEL　６９４−６８１０

「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診について」「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診について」

「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診を町内医療機関で実施します。」

問診票は下記医院においてありますので該当する方は直接医療機関を受診してください。

「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診を町内医療機関で実施します。」

問診票は下記医院においてありますので該当する方は直接医療機関を受診してください。

�　実施医療機関と日程

日　　　　時実施医療機関

平成 27年８月３日（月）から１２月２５日（金）

診療時間については、直接医院にお問い合わせ下さい。

　注　意　

○検診は血液検査にて行いますので、午後４時３０分頃まで

に受診してください。

６９４ − ５３５３井 内 内 科

６３７ − ６０６６井関クリニック

６９４ − ５５１５友 成 医 院

６９４ − ２００８東 ） 野 田 医 院

６９４ − ２００９西 ） 野 田 医 院

�　内容・対象者及び料金

料　　　　金対　　　　象項　　　目

Ｂ型・Ｃ型　　　８００円

Ｃ型のみ　　　　７００円

Ｂ型のみ　　　　２００円

４０歳以上で今までに肝炎ウイ

ルス検診をうけたことがなく、

検診を希望する方

１）肝 炎 ウ イ ル ス 検 診

　　（Ｂ型Ｃ型肝炎抗体検査）

　　　　　　　　５００円５０歳以上の男性
２）前 立 腺 が ん 検 診

　　（前立腺特異抗原検査）

�　肝炎ウイルス検診個別勧奨について

　これまでに肝炎ウイルス検診を受診されたことがない下記の年齢に該当する方は、自己負担金が無料

となりますので、受診を希望する方は福祉保健課までお問い合わせください。

生　　年　　月　　日年齢

昭和５０年（１９７５）年４月１日　〜　昭和５１年（１９７６）年３月３１日４０歳

昭和４５年（１９７０）年４月１日　〜　昭和４６年（１９７１）年３月３１日４５歳

昭和４０年（１９６５）年４月１日　〜　昭和４１年（１９６６）年３月３１日５０歳

昭和３５年（１９６０）年４月１日　〜　昭和３６年（１９６１）年３月３１日５５歳

昭和３０年（１９５５）年４月１日　〜　昭和３１年（１９５６）年３月３１日６０歳

昭和２５年（１９５０）年４月１日　〜　昭和２６年（１９５１）年３月３１日６５歳





８月　保健行事予定表

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　当内　　　　容場　　　　所時　　　間月／日

保健師・理学療法士個別健康相談・健康教育農村環境改善センター１０：００〜１１：３０８／４

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０９／１

Ⅱ．乳幼児健康診査

　１．乳児健康診査

該　当　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

平成２６年９月１０月
平成２７年３月４月生

問診、身体測定、診察、育児相談、栄養
相談

上板町役場２階
中央公民館　第３会議室

１３：１０〜１４：００８／５

�担当時間�　平日１８：００〜２２：３０　　休日９：００〜２２：３０

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。
� ��������������������������������������������������������������������������������������

６９８−９６２９健生きたじまクリニック１㈯８
月

６９２−１２２０大 久 保 内 科２㈰

６９３−１１８８近 藤 外 科 内 科３㈪

６３７−３２１１こやま小児科内科クリニック４㈫

６９２−１２２０大 久 保 内 科５㈬

６９３−１０２１杉 み ね 整 形 ク リ ニ ッ ク６㈭

６９３−３０２０増 田 ク リ ニ ッ ク７㈮

６９８−５１０８こ ま つ ば ら 整 形 外 科８㈯

６９３−１０２１杉 み ね 整 形 ク リ ニ ッ ク９㈰

６９２−１２７７小 松 泌 尿 器 科１０㈪

６７２−０１７４竹 本 内 科１１㈫

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院１２㈬

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院１３㈭

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院１４㈮

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院１５㈯

６９３−３０２０増 田 ク リ ニ ッ ク１６㈰

６７２−１１８５井 上 病 院１７㈪

６７２−０１７６三 愛 内 科１８㈫

６７２−４９７０福 島 内 科１９㈬

６７２−０５７１新 野 医 院２０㈭

６７２−５６３０近 藤 内 科 医 院２１㈮

６９７−２３２２ルナウイメンズクリニック２２㈯８
月

６９２−１２７７小 松 泌 尿 器 科２３㈰

６７２−５１４８ファミリークリニックしんの２４㈪

６７２−６６１８み や ざ き 内 科 診 療 所２５㈫

６９４−５３５３井 内 内 科２６㈬

６９４−２００９野 田 （ 泰 ） 医 院２７㈭

６９４−２００８野 田 （ 五 ） 医 院２８㈮

６７８−７１４１く ぼ 小 児 科 ク リ ニ ッ ク２９㈯

６７２−０１７４竹 本 内 科３０㈰

６９４−５５１５友 成 医 院３１㈪

６３７−６０６６井 関 ク リ ニ ッ ク１㈫９
月

６３７−６６００上板整形外科クリニック２㈬

６９４−８３８８川 原 眼 科３㈭

６９９−２９２１浦 田 病 院４㈮

６９２−９７７０香 川 内 科５㈯

６７２−１１８５井 上 病 院６㈰

６９９−５３５５芳 川 病 院７㈪

６９９−８０７０井 上 医 院８㈫

６９９−３７７７春 藤 内 科 胃 腸 科９㈬

６９９−２７８７谷口耳鼻咽喉科クリニック１０㈭

担当時間以外

の深夜の救急

きたじま田岡病院　　６９８−１２３４　　全日対応ですが、要確認

稲次整形外科病院　　６９２−５７５７　　水曜日、土曜日は受診前に要確認

東徳島医療センター　　６７２−１１７１　　対応日は確認して下さい

平成27年８・９月分
〈8/1〜9/10まで〉

市外局番は（088）です。

　２．１歳６か月児健康診査

該　当　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

平成２５年１２月１日〜
平成２６年２月２８日生

問診、内科・歯科診察、身体測定、聴力
検査、発達・育児・歯科・栄養相談

上板町役場２階
中央公民館　大会議室

１３：００〜１３：２０８／６
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　　　の日はお休みです。
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℡
〇
八
八−

六
七
二−

五
八
八
八

　

平
成
二
十
七
年
六
月
十
四
日
︵
日
︶に
上
板

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
第
二
十
九

回
上
板
町
消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
計
五
試
合
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
第
三
分
団
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
第

三
分
団
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

第
三
分
団
は
七
月
十
二
日︵
日
︶
に
上
板
町

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
、
第
二
十
一
回
板
野
郡

消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
出
場
し
準
優
勝
で
し

た
。

　

去
る
平
成
二
十
七
年
六
月
十
八
日︵
木
︶人
権
啓

発
活
動
事
業
と
し
て
﹃
人
権
の
花
運
動
﹄
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

﹃
人
権
の
花
運
動
﹄
と
は
、
主
に
小
学
生
を
対

象
と
し
て
、
花
を
協
力
し
な
が
ら
育
て
る
こ
と
を

通
し
、
協
力
や
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
や
さ
し
い
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

人
権
思
想
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
上
板
町
人
権
擁
護
委
員
か
ら
町
内

四
小
学
校
の
児
童
に
花
苗
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
花
の

土
を
贈
呈
し
、
高
志
小
学
校
で
は
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
後
に
は
児
童
が
擁
護
委
員
と
協
力
し
て

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
苗
の
植
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
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平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
〜
平
成
二
十
九
年

七
月
六
日
ま
で
の
約
二
年
間
、
日
系
社
会
・
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
町
内
在
住
の
岡　

生

子
氏
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
長
期
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
よ
り
公
募
し
た
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
す
。
岡
氏
は
、
出
発

前
に
七
〇
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
今
年
派
遣

さ
れ
る
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
四
〇
人
の
中
で
最
高

齢
の
参
加
者
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
徳
島
県

か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
派
遣
の
第
一
号
で
も
あ
り
ま
す
。

岡
氏
は
、
東
京
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
研
修
を
経
て
、

現
地
で
高
齢
者
介
護
の
指
導
に
当
た
ら
れ
ま
す
。

出
発
前
の
意
気
込
み
を
﹁
今
回
、
現
地
の
老
人
会

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
行
く
。
以
前
の
ネ
パ
ー
ル
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
も
活
か
し
、
日
本
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
。
今
回
の
派

遣
が
国
際
的
架
け
橋
と
な
り
、
町
に
も
貢
献
で
き

る
よ
う
、
現
地
か
ら
の
情
報
も
伝
え
て
い
き
た

い
。﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
岡
氏
の
現
地

で
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
。


